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E はじめに 


あ5かじめご承知いただきたいこと 


• 本書の内容については、将来予告なしに変更することびあります。 
• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一 
ご不審な点や誤りなど、お気付きのことびありました日ご連絡 
<ださい。 

.本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されていま 
す。また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社 
に無断では使用できません。 

.万一、本機使用により生じた損害、逸失利益または第兰ちから 
のいかなる請巧についてち、当社では一切その責任を負えませ 
んので、あらかじめご了承ください。 

•万一 、 Photo Loader 、 Photohands 使用により生じた損害、 
逸失利益または第兰ちからのいかなる請求についてち、当社では 
一切その責任を負えませんので、あ日かじめご了承ください。 
•故障、修理、その他の理由に起因するメモ U - 内容の消失によ 
る、損害および逸失利益等につさまして、当社では一切その責 
任を負えませんので、あ b かじめご了承ください。 

■著作権について 

個人で楽しむ場合などのほかは、画像/動画フォーマットファイ 
J レを権利者に無断で複製することは著作権法や国際条約で固く禁 
じ日れています。また、これ日のファイルを有償•無償に関わら 
ず権利ちに無断でネット上で記載したり、第兰ちに配付したりす 
ることち著作権法や国際条約で固く禁止されています。万一、本 
機び著作権法上の違法行為に使用された場合、当社では一切その 
責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 
( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、こ 
の装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用され 
ると、受信障害を引さ起こすことびあります。取扱説明書 
に従って正しい取り扱いをしてください。 


本文中のじ(下の用語は、それぞれを社の登録商標または商標です。 

. SD □ゴは登録商標です。 

• Windows、Internet Explorer および DirectX は米国マイク 
□ソフト社の商標です。 

• Apple および Macintosh は米国アップルコンピューター社の 
商標です。 

• MultiMediaCard ™ は、独 nfineon Technologies AG 社の 
商標であり、 MMCA(MultiMediaCarcl Association ) にライ 
センスされています。 

• Acrobat および Acrobat Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated の商標です。 

. USB ドライバ（マスストレージ）は Pho 飢 ix Technologies 社 
のソフトウエアを使用しています。 

Compatibility Software Copyright© 1997 
Phoenix Technologies Ltd . All Rights Reserved . 

. その他の社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標または 
商標です。 

• Photo Loader 、 Photohands はカシオ計算機(株)の著作物 
であり、上記を除さ、これにかかわる著作物およびその他の権 
利はすべてカシオ計算機(株）に帰属します。 
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本機の特徴 


• 有効画素数 

QV - R 41 : 400万画素 (CCD 総画素数 4] 3万画素） 

QV-R 已]:已00万画素 ( CCDik : 画素数已2已万画素） 

. 2.0 型 TFT カラー液晶モニター搭載 

. 12倍シームレスズーム搭載 
光学ズーム3倍/デジタルズーム4倍 

.約 9.7 M 日フラッシュメモ U - 内蔵 
メモ U —力ードを使用しなくてち撮影びでさます。 

• 拡張用メモ U - 力ードとして SD メモ U - 力ードと MMC (マル 
チメディアカード）に対応 

. カメラを US 日ケーブルで接続するだけで、簡単にパソコンへ画 
像データを転送することびできます。 

.ベストショット機能搭載 

煩わしい設定をカメラび自動的に行ラので、簡単に綺麗な写真 
を撮ることびでをます。 

. 2つの記念撮影支援機能を搭載 
二人きりでち二人揃つて記念撮影びできるカップ U ングショッ 
卜機能、安むして他人に構図をまかせることびでさるプ U 
ショット機能びあります。カップ U ングショット機能とプ U 
シヨット機能はベストシヨット機能の中にあります。 


スライドショー機能搭載 

撮影した内容を自動的に次々とページめくりさせて楽しむこと 
びでをます。 

画像ルーレツト機能 

カメラ内の画像を液晶モニターでルーレツトのよラに送りなび 
51枚の画像を選択することびでさます。 

卜 U プルセルフタイマーモード搭載 

セルフタイマー撮影を自動的に3回くり返すモードを搭載しま 
した。 

U アルタイムヒストグラム機能を搭載 

ヒストグラム表示を確認しなび b 露出(光の量や明るさ)の調節 
びでをます。難しい露出条件でち、意図した露出の画像び手軽 
に撮影で去ます。 

ワールドタイム機能搭載 

簡単に現地の時間にセツトできます。世界1日2都市 (32 タイム 
ゾーン）に対応しています。 

アラーム機能搭載 

アラーム機能付きですので、目覚まし時計の代わりにちなりま 
す。また、登録した画像をアラームと同時に表示させることち 
でをます。 

アルバム機能搭載 

撮影した画像をレイアウトした HTML ファイルを作成し 、 Web 
ブラウヴで見たり、印刷することびできます。また、自分の 
ホームページ用データとしてち利用することびできます。 
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使用環境について 

•使用でさる温度の範囲は、0で〜40でです。 

. 次のよラな場所には置かないでください。 

一直射日光のあたる場所、湿気ゃホコ U のをい場所 
一を暖房装置の近くなど極端に温度、湿度び変化する場所 
一日中の車内、振動の多い場所 


結露について 

. 真をに寒い屋外か日暖房してある室内に移動するなど、急激に 
温度差の大をい場所へ移動すると、本機の内部や外部に水滴び 
付く（結露）ことびあります。結露は故障の原因になりますの 
で、ごを意ください。結露を防ぐには、温度差の大さな場所の 
間を移動する前に、本機をビニール袋で密封しておさ、移動後 
に本機を周囲の温度に充分慣らしてか日取り出して、電池ブタ 
を開けたまま数時間放置してください。 


レンズについて 

. レンズ面は強くこすったりしないでください。レンズ面に傷び 
付いたり、故障の原因となります。 

. レンズ面び指紋やゴミなどでミちれていると、カメラ本体の性能 
び十分に発揮できませんので、レンズ面には触れないでくださ 
し、レンズ面の巧れは、ブ□アー等でゴミやホコ U を軽く吹き 
仏ってか日、乾いた柔日かい布で軽くないてください。 


その他のま意 

•使用中、本機は若干熱を持ちますび、故障ではありません。 
• 本機び巧れた場合は、乾いた柔日かい布で巧いてください。 
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.カレンダー表示び可能 

1ヶ月分のカレンダー表示の日付上に、その曰に撮霞した最初 
の画像を表示させることびでを、見たい画像を素早く探すこと 
びでさます。 

• DCF ( Desi 邑 n rule for Camera File system ) 対応 

画像データは統一規格の DCF 規格に準拠しているため、同規格 
に準じた他の機器との互換性びあります。 

• DP 0 F ( Di 旨け al Print Order Format ) 対応 

DPOF 規格に対応しているため、同規格に準じたデジタル DPE 
サービスを簡単に利用することび可能です。 

• PRINT Image Matchin 邑 n 対応 

本製品は PRINT Image Matchin 旨 n に対応しています。 
PRINT Image Matchin 邑日対応プ U ンタでの出力および対応 
ソフトウエアでの画像処理において、撮霞時の状況や撮影者の 
意図を忠実に反映させることび可能です。 

• USB DIRECT - PRINT 対応 

本製品はセイコーエプソン株式会社提唱の USB DIRECT - 
PRINT に対応しています。本製品は USB DIRECT - PRINT 
対応プ U ンタに直接接続し、デジタルカメラのモニタ上で写真 
選択や印刷開始を指示することびでさます。 

• Photo Loader 、 Photohands 付属 

好評な自動取り込み機能を備えた Photo Loader を付属。レ 
タッチ機能を備えた Photohands も付属。更にを彩に画像を 
活用でをます。 
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使用上のご注意 


撮影前のごま意 

必ず事前にためし撮りをして、カメラに画像び正常に記録されて 
いることを確認してください。 


データエラーの ごま意 

. 本機は精密な電子部品で構成されており、な下のお取り扱いを 
すると内部のデータび破壊される恐れびあります。 

-カメラの動作中に電池やメモ U —力ードを抜いたり 、 USB 
ケーブルを接続した 

一電源を切ったとさに【動作確認用ランプ】び点滅している状態 
で電池やメモ U —カードを抜いたり、 USB ケーブルを接続 
した 

-通信中に US 日ケーブルびはずれたり、カメラから AC アダプ 
ターび はずれた 

一消耗した電池を使用し続けた 

《消耗した電池を使用し続けると、カメラび故障する場合びあります。 
すみやかに電池を充電するか、新しい電池に交換してください。 

一その他の異苗操作 

このよラな場合、画面にメッセージび表示される場合びあります 
(1 43ページ)。画面に対応したご処置をお願いいたします。 


早分かりガイド 


はじめに電池を充電ずる 


1 . 付属のニッケル水素充電池 (HR-3UA) を充電します 
(21 ページ)。 

• 約4時間でフル充電されます。 


2 . 電池を入れます (2 已ページ)。 

. 充電はでさませんび、市販の単3あ U チウム電池/アルカ U 
電池を使用することちでさます。 
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早分かりガイド I 


画面メッセージの言語/日時を設定ずる 

重要！.お買い上げ後、初めて撮影する前に設定してください(詳しくは33ページ参照)。 



2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7,8 


1 . 【電源ボタン】を押して、電源を入れます。 

2 . 【▲】を押して言語(日本語)を選び、に ET】 を巧して言語を設定しまず。 

3 . 【▲】【▼】【◄】【►に自宅都市のエリアを選び、に ET】 を巧して自宅都市の 
エ U アを設定しまず。 

4 . 【▲】【▼に自宅都市を選び、に ET】 を巧して自宅都市を設定します。 

• 日本で使う場合は" Tokyo " を選んでください。 

5. 【▲】【▼】でヴマータイムの設定を選び、に ET】 对甲してヴマータイムを設 
定しまず。 

• 曰本で使ラ場合は"切"を選んでください。 

6 . 【▲】【▼】で日時の表示スタイルの設定を選び、に ET】 を巧して表示スタイ 
ルを設定しまず。 

7. 曰付と時刻を合わせます。 

8 . に ET】 を押します。 

• 設定を終了します。 
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早分かりガイド I 


撮影したファイルを消去ずる 



2 , 3 , 4 , 5 


1 . 【因】 （PLAY) を押します。 

2 . 【▼】けが)を巧します。 

3 . 【◄】【►】を巧して、消去したいファイルを選びます。 

4 . 【▲】【▼】を巧して、"消去"を選びまず。 

• 消去を中止したいときは、"キャンセル"を選んでください。 

5. に ET】 を押します。 

. ファイルび消去されます。 
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[早分かりガイド 


撮影ずる 

(詳しくは3巨ページ参照) 



1 . 【OKREC) を押します。 

2 . カメラを撮影する被写体に向け、【液晶モニター】または 
【フアインダー】を服いて、【シャツター】を半押ししてピ 
ントを合わせます。 

. ピントび合うと【フォーカスフレーム】び緑色になり、緑の 
【動作確認用ランプ】び点打します。 

3 . カメラを固定し、静かに【シャツター】を押します。 


撮影したファイルを見る(再生ずる） 

(詳しくは72ページ参照) 


ブ 



1 . 【因】 （PLAY) を押します。 

2 . 【◄】【►】を押すと、記録したファイルの戻し/送りがで 
をます。 
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準備ずる 

初めてご使用になるちはここからお読みになり、撮影前の準備を行つてください。 


各部の名称 


この取扱説明書では、本機の各部の名称を次のよラに【】を使って表記します。スイッチやボタンなどの場所びわからなくなった場合は、 
こちらをご参照ください。 


前面部 



〇【シャッター】 

0【電源ボタン】 

0 【フラッシュ】 

〇【端テカバー】 

0 【セルフタイマーランプ】 
〇【レンズ】 

〇 【 US 引 （ USB 接続端子） 


■後面部 



© 【フアインダー】 

© 【動作確認用ランプ】 

⑩【因】 （ PLAY モード） 

⑩【〇】 （ REC モード） 

⑩【ズームレバー】 

⑩【端テカバー】 

必【ストラップ U ング】 

⑩に C IN 3 V 】 

⑩【コント□-ルボタン】 

※本書では、このボタンを 
【▲】【平】【ィ】【>】と表記し 
ます。 

の に ISP 】 

⑩に ET 】 

⑩ [ MENU ] 

⑩【液晶モニター】 
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■底面部 



ゆ【電池カバー】 

@【兰脚巧】 

《云脚に取り付けるとさに使用します。 


@ 【メモ U - 力ード挿入口】 

© 【電池室】 



準備ずる I 
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準備ずる I 


PLAY モード時 



0 © 


〇デジタルズーム表示 @絞り値 


0シャッター速度 

. 絞りとシャッター達度は AE (自動露 
出）び適正範囲でない場合、【シャツ 
ター】を半押ししたとさにオレンジ 
色で表示されます。 


〇に0感度 
@ズームバー 
左部分び光学ズーム域 
ち部分びデジタルズーム域 


〇ファイル形態 

巧 (静止画） 

EH (動颐 

〇 プ□テクト表示 
0 フオルダ名/ファイル番号 

©画像サイズ 

.QV-R 己 1 

2560X1920 pixels 
2560X1712 (3:2) pixels 
2 日 48 XI 己 3 目 pixels 
1600X 1200 pixels 
1280 X 960 pixels 
640 X 480 pixels 


.QV-R41 

2304X1712 pixels 
2240X1680 pixels 
2240X1488 (3 ぶ ） pixels 
1600 X 1200 pixels 
128 日 X 960 pixels 
640 X 480 pixels 

©画質 

FINE (高精細） 

NORMAL (標準） 

ECONOMY ( エコノミー） 

@ メモ U - 表示 

(内蔵メモ I 」一使用中） 

(メモ U —カード使用中） 

〇曰付/時刻 
©ルッテ|」_残量表示 
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^準備ずる) 


液晶 モニターの 表示内容 


【液晶モニター】には、さまざまな情報び表示されます。 


REC モード時 



〇フラッシュモード表示 

表おなし（自動発光） 

回規光禁止） 

D (強制発光） 

因 (赤目軽減） 

• 自動発光時にフラッシュ発光 
ずる場合は、【シャッター】を 
半押ししたとさに Kl び表示 
されます。 


0 フオーカスモード 


なし 

の 

(オートフォーカス） 
(マク□く接写 >) 


(無限遠） 

阳 

( マニュアルフォ - カス） 

©ホワイトバランス表示 

表示なしけート） 

巧 

(太陽光） 

回 

(日陰） 

巧 

情球） 

巧 

1 ののリリ 

(堂光丹） 
( マニュアル） 


〇セルフタイマー 


なし 

(1 枚撮影） 

M 

(セルフタイマー 10 砂） 

m 

(セルフタイマー吕秒） 

恩 

(トリスレセルフタイマー） 

0撮影モード 

回 

(通常モード） 

國 

(ベスト シヨツ トモード） 

因 

(ムービーモード） 

〇 測光ち式表示 

图 

(マルチ測光） 

圆 

(中央重点測光） 

回 

(スポット測光） 


〇撮影可能枚数 

©画像サイズ 

.QV-R 已 1 

2 己目 Ox 1920 pixels 
2560X1712 (3:2) pixels 
2048 XI 巳 36 pixels 
160 Ox 1200 pixels 
128 日 X 960 pixels 
640 X 480 pixels 
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.QV-R41 

2304 X 1712 pixels 
2240X1680 pixels 
2240X1488 (3:2) pixels 
1600X 1200 pixels 
128 日 X 960 pixels 
640 X 480 pixels 
ムービーモード 時：秒数 

© 画質 

FINE (高精細） 

NORMAL (標準） 

ECONOMY ( ェコノミー ) 


⑩ 


メモ U —表示 



(内蔵メモ I 」一使用中） 
(メモ1」ーカード使用中） 


〇 曰付/時刻 


@露出補正表示 
@バッテ1」一残量表示 

( D フォーカスフレーム 
.ピント合わせ完了時：緑色に点灯 
.ピント合わせ不可時：赤色に点な 


[準備ず5 


液晶 モニターの 表示内容を切り督える 

【 DISP 】 を使って、【液晶モニター】に表示される内容を切り替え 
ることびでをます。 


情報表示オン 
(18 ページ） 


ヒストグラム 
表示オン 
(64 ページ) 


情報表示 、 液晶モニター 
オフ ^ オフ 


重要！. 下記のモードでは、「液晶モニターオスにはなりません。 

PLAY モード、 ベストシヨット モード、ムービー モー 
ドの撮影待機中 

. ムービー撮影中は、 【 DISP 】 を使って【液晶モニター】の 
表示内容を切り替えることはでさません。 


ンプについて 


ランプの色や点好、点滅によってカメラの動作状況を知ることび 
でをます。詳しくは「ランプの状態と動作内容」(:] 3巨ページ)を 
ご覧ください。 


[セルフタイマーランプ] 



緑の 【動作確認用ランプ] 



ホの【動作確認用ランプ】 
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準備ずる I 


トラップを取り付ける 


ストラップは、図のように【ストラップ U ング】に取り付けます。 



電源について 


本機は下記のいずれかの電源び利用でさます。 

電池 

. 単3形ニッケル水素充電池 HR -3 UA 溶量21 00 mAh / 最イ氏 
イ呆証容量2000 mAh ) : 2本(付属品） 

(電池は、最初充電されておりません。「電池を充電する」に従って充電 
して < ださい。） 

.単3形ニッケ J レ水素充電池 H R -3 U B (容量2 300 m Ah / 最低 
イ呆証容量21日 OmAh ) : 2本 
.単3形 U チウム電池 FR 己： 2本 
.単3形アルカ U 電池 LR 己： 2本 

※上記しツがの電池を使用した場合、電池の特性上、動作性能保証びでさな 
いことびありまず。 


単3形アルカ U 電池 ( LR 己 ） 使用時、日でな下の温度では力 
メラび動作しない場合びあります。 


重要！ .本機操作時は落下を防止するため、必ずストラップに指 
を通した状態で使用してください。 

• 付属のストラップは本機専用です。他の用途に使用しな 
いで < ださい。 

.ストラップを持って本機を振り回さないでください。 


家庭用電源 

• AC アダプター: AD - C 30 

電池を充電ずる 

付属の充電器旧 C - 日 H ) で、ニッケル水素充電池 （ HR -3 UA また 
は HR -3 UB ) び充電できます。 


ニッケル水素充電池 ( HR -3 UA または HR -3 UB ) 似がの電池 
は充電しないでください。乾電池や他の充電式電池を充電 
すると液漏れ、発熱、破裂することびあります。 
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I 準備ずる I 

■ 充電器使用時の注意 

保存上のごを意 

.充電中、充電器は若干熱を持ちますび、故障ではありません。 

. ニッケル水素充電池はル型で高容量の電池ですび、充電され 

• ご使用にな日ないときは、充電器をコンセントから必ずはずし 

た状態で長期間保をすると特性び劣化することびあります。 

て < ださい。 

-使用しないときは必ず充電池をデジタルカメラから取りは 


ずしてください。取り付けたままにしておくと、電源び切 H 

■ 電池使用時の注意 

れていてち微か電流び流れていますので、電池び消耗し、 ■ 

充電に時間びかかったり、こわれたりします。 

使用上のごを意 

-乾燥した涼しい場所 (20 でじ(下)で保管してください。 

.充電は必ず専用の充電器旧 C - 日 H ) を使用してください。他 
の充電器は使用でさません。 

•電池は、最初は充電されておりません。必ず最ネ刃に充電して 
<ださい。 

•寒い場所では、電池の特性上、充分に充電された電池を使用 
してち、使用時間び短くなります。 

. 充電は] 0で〜3已での温度範囲で行ってください。範囲外の 

一長時間、電池を使用しなかったとさは、2〜3回充放電を 
繰り返した後、使用してください。 

温度で充電すると、充電時間び長くなったり、充分な充電び 
でさないことびあります。 


• 充電直後でち電池の使用時間び大幅に短くなった場合は、電 


池の寿命と思われますので、新しいちのをお買いまめくださ 
い。 
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^準備ずる) 


■充電のしかた 


1 . 電池と充電器の極性を合わ 
せ、電池を充電器にセット 
します。 



2 . 【電源プラグ】を矢印のち向に引き起し、家庭用コンセン 
卜に接続します。 

.【 CHARGE 】 ランプび点灯します。 

. 約4時間で充電び完了します。 



3 . 充電が完了すると、に HARG ロランプが消なします。 
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4 . 充電完了後は充電器をコンセントか5巧を、電池を取り 
出します。 


5 . 【電源プラグ】を倒し、収納してください。 


重要！. 充電開始時に電池温度または充電器の温度び約0でしツ 
下、または約40でな上のときは、 【 CHARGE 】 ランプ 
びゆっくりと点滅し、充電待ちの状態になります。充電 
可能な温度になると、 に HARGE 】 ランプび点打に変わ 
り、自動的に充電を開始します。 

• 使用した直後の熱くなった電池をすぐに充電すると、充 
分に充電されない場合びあります。いったん電池所令え 
るのを待ってから充電してください。 

• 電池は使用せずに放置してし)た場合でち、自己放電しま 
す。必ず充電してからご使用ください。 

. 本電池はデジタルカメラ用です。その他の機器でちご使 
用いただけますび、ご使用の機器の取扱説明書で使用で 
をるかどラかを確認してください。 

. 本電池の電池寿命は使用状況によって異なりますび、約 
已00回の充放電びできます。 

• 海外旅行先でも使用できます ( AC 1 00-240 V 対応)。 
ただし、国、地域によっては別途市販の変換プラグび必 
要です。 

• 充電中、テレビやラジオに雑音び入ることびあります。 
そのよラな場合は、テレビやラジオか日でさるだけ離れ 
たコンセントをご使用ください。 

• 充電器の接点や、電池の端テび巧れていると正常に充電で 
さないことびあります。時々乾いた巧で巧いてください。 


[準備ず5 


■ 充電式電池の取扱について 


■ 別売の電池について 


参リサイクルのお願い 

不要になった電池は、貴重な資源を巧るために廃 
妻しないで充電式電池 U サイクル協力店へお持ち 
<ださい。 


Ni-MH 



本機で使用するニッケ J レ水素充電池は、兰洋電機(株)製のニッケ 
ル水素充電池 ( HR -3 UA または HR -3 U 日)のご使用をおすすめい 
たします。他の充電式電池については動作保証いたしかねます。 

ニッケル水素充電池 (2 本セット）： HR -3 UA -2 BP 
HR -3 UB -2 BP 


<最寄りの U サイクル協力店へ> 

詳細は、社団法人電池工業会ル形二次電池巧資源 
化推進センターのホームページをご参照ください。 

• ホームぺージ http :// www . JBRC . conn / 


重要！ .電池は、必ず同じ製品を2本セットでご使用ください。 

違ラ種類の電池や、充電状態の異なる電池を組み合わせ 
てご使用になると、電池寿命を短くしたり、カメラの故 
障の原因となります。 


参使用済み充電式電池の取扱を意事項 

• プラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁してください。 
• 被覆をはびさないでください。 

• 分解しないでください。 
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準備ずる I 


電池を入れる 

電池交換の際は、電源を切つた状態で行ってください。 


重要！ .電池は、必ず付属のニッケルか素充電池か、単3形の指 
定電池をご使用ください。 


1 . 本体底面の【電池カバー】を 
矢印の方向にスライドさせ 
て開さます。 


2 . 電池を図のよラにセットし 
ます。 


3 . 【電池カバー】を矢印の方向 
へ押しつけなが5、スライ 
ドして閉めます。 



電池を取り出ず 


1 . 本体底面の【電池カバー】を 
矢印の方向にスライドさせ 
て開をます。 


2 . カメラを傾けて電池を取り 
出します。 

• 電池を落とさないよラに 
ごを意ください。 
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準備ずる I 


フラッシュやズームなどの使用頻度や電源び入つた状態の時間 
により、撮影時間または枚数は大幅に異なる場合びあります。 
各電池の特性の違いからノ（ッテ U —残量表示の変化のスピード 
ちさ々で異なります。 


■電池を長持ちさせるために 

. フラッシュを使用しないで撮影するときは、フラッシュの発光 
ち法を(発光禁止)に設定してご使用いただくと、電池寿命び長 
くなります (42 ページ)。 

.才一りのーオフ機能やス U - プ機能巧]ぺージ)を使用する 
ことにより、電源の切り忘れなどのむだな電力消費をおさえる 
ことびでをます。 


■電池特性による注意事項(アルカリ電池について） 

アルカ U 電池の持続時間は、メーカーや巧を期間、使用温度、撮 
影条件により大きく異なります。通苗ご使用になる場合、持続時 
間の長いニッケル水素充電池のご使用をおすすめいたします。 
.已’ C 公下の温度ではカメラび動作しない場合びあります。 
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^備ずる 


■バッテリー残量表示 

電池び消耗すると【液晶モニター】に表示されているバッテ U —残 
量表示び下記表のように変化します。 因 の状態は電池残量びか 
ないことを表しています。〇の状態では撮影でをません。速 
やかにすべての電池を充電し直すか、新しい電池に交換してくだ 
さい。 


電池残量 

る< -^少 

画面情報表示 

一 一 一 fS1 


■ 電池寿命の目安 

下記の電池寿命は、温度23でで使用した場合の電源び切れるま 
での目安であり、保証時間、または保証枚数ではありません。ほ 
温下で使ラと、電池寿命び短くなります。 


電池寿命 （ QV - R 4 ] / QV - R 已り 



ニッケル水素充電池 

単3形アルカ1」電池 

連続撮影枚数 

約900枚 

約240枚 

(撮影時間） 

(約2時間30分） 

(約40分） 

標準撮影枚数 

約240枚 

約50枚 

(撮影時間）^2 

(約2時間） 

(約2已分） 

連続再生時間^ 

約4時間10分 

約2時間] 0分 


• 使用電池 

ニッケル水素充電池 HR -3 UA :兰洋電機(株)製 
単3形アルカ U 電池 LR 6 :松下電池工業(株)製 

• 電池寿命は電池メーカーによって異なります。 

. 測定条件 
《1連続撮影 

温度 23° C 、 液晶モニターオン、フラッシュ非点打、約 
10砂に1枚撮影 
《2標準撮影 

温度 23° C 、 液晶モニターオン、30砂毎にズームのワイ 
ド端とテレ端で交互に撮影、フラッシュ発光 （ 2枚に] 
回)、 ] 0回撮影に1度電源を切/入操作 
《3連続再生 

温度23° C 、 約] 0砂に1枚ぺージ送り 


準備ずる 


■ 電池使用時の注意事項 

参電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲の巧損や、 
破裂による火災、けびの原因となることびあります。 
次のことは必ずお守りください。 

• 極性(©と©の向を）にを意して正しく入れてくださ 
い。 

• 新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでくださ 
い。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使用しないでください。 

• 本機で指定されている電池しソ外は使用しないでくだ 
さい。 

参電池は、分解、ショートする恐れのあることはしない 
でください。また、加熱したり乂の中へ投入したりし 
ないでください。 

参使えなくなった電池は漏液して故障の原因となります 
ので、すぐに取り出してください。 

• 2週間じ(上使用しないとをは、取り出しておいてく 
ださい。 

• 電池び消耗してくると熱を持ちますび故障ではあり 
ません。 


家庭用電源を使ラ 

家庭用電源から電源を取るには、別売の AC アダプター （ AD . 
C 30) び必要です。 

1 . 【電源 コー ド】を AC アダプターに接続します。 

[DC IN 3V] 










































準備ずる I 


■ AC アダプター使用時の注意 

. AC アダプターを抜さ差しする際は、必ず本機の電源を切った 
状態で行ってください。 

•本機に電池をセットした状態で AC アダプターを使ラ場合で 
ち、電源を入れたまま AC アダプターの抜さ差しをするのはお H 
やめください。電源を入れたまま AC アダプターの抜き差しを ■ 
行ラと製品保護のために本機の電源は一度切れますび、保護し 
されずに故障の原因となります。 

. AC アダプターは、長時間ご使用になりますと若干熱を持ちま 
すび、故障ではありません。 

• ご使用にな日ないとさは、 AC アダプターをコンセントから必 
ずはずしてください。 

• AC アダプターのプラグを差し込むと、電池よりち AC アダプ 
ターび優先されます。 

.パソコンと接続する際は、 AC アダプターをお使いください。 

. AC アダプターの上に毛布などびかぶ5ないよラにしてくださ 
し、火災の原因となります。 
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準備ずるI 


電池の消耗を抑えるための機能 

電池の消耗を抑えるために、な下の2通りの設定びできます。 

スリープ ： REC モード時に一定時間操作をしないと、 

【液晶 モニター】のみ消好します。ボタン操 
作をすると 【液晶 モニター】び再度点好しま 
す。 

オートパワーオフ：一定時間操作しないと電源び切れます。 

1 . 電源を入れます。 

2 . 【MENU】 を押します。 

3 . 【◄】【►に"設定"タブを選びます。 

4 . 【▲】【▼に設定したい項目を選び、【►】を押します。 

ス U —プの設定；"スリーフ" 

オートパワーオフの設定："オートパワーオフ" 

. メニューのたどりかたについては32ページを参照してく 
ださい。 


5 . 【▲】 【▼に設定内容を選び、に ET 】 を押します。 

ス U- プの設定内容； "30 砂" "1 分" "2 分""切" 

オートパワーオフの設定内容： "2 分""已分" 

.PLAY モードではス U —プは働さません。 

• ス U —プ中にいずれかのボタンを押すと、ス U —プを解除 
して、すぐに撮霞でさる状態になります。 

• な下の状態では、オートパワーオフ、ス U —プは働さませ 
ん。 

一本機の 【USB 接続 端子】 を通じて本機を外部のパソコン 
やプ U ンタなどと接続しているとさ 


2 . カメラの【端子カバー】を開き、 [DC IN 3V】 に AC アダ 
プターのプラグを接続します。 

3 . 【電源プラグ】をコンセントに接続します。 

参考 . AC アダプターは AC ] 00〜 240 V の電源に対応してい 
ますので、海外への旅行の際ちご利用になれます。海が 
でのご使用では各地域に合った市販の電源コードをお買 
い求めください。 


^準備ずる) 


電源を入れる/切る 


■ 電源を入れる 


電源を入れる場合は、【電源ボタン】または 【 OKREC )、 【因】 
( PLAY ) を押すと、緑の【動作確認用ランプ】び一時点好し、電源 
び入ります。押すボタンによって電源び入った後の状態び異なり 
ます。 


REC (撮影）モードで電源を入れたいとさ 
:【電源ボタン】または 【 OKREC ) を押す。 


PLAY 席生)モードで電源を入れたいとき 


:【因】 （ PLAY ) を押す。 



緑の 【動作確認用ランプ] 


[\ E\J r 户 M り」 

1 〇】 (REC) — 


参考 .電源び入っているときに 【 OKREC ) を押すと REC 
モードに、 【因】 （ PLAY ) を押すと PLAY モードに切り 
替わります。 

. REC モードから 【因】 （ PLAY ) を押して PLAY モードに 
切り替えると、約] 0砂後にレンズび収納されます。 

重要！ .才ートノのーオフ機能により電源び切れた場合は、再度 
【電源ボタン】または【〇】 （ REC ) 、 【因】 （ PLAY ) を押 
して電源を入れてください。 

• 【電源ボタン】または【〇】 （ REC ) を押して電源を入れる 
と、レンズび出てをます。その際にレンズを押さえた 
り、ぶつけたりしないよラごを意ください。 


■ 電源を切る 

電源を切る場合は、【電源ボタン】を押すと、電源び切れます。 

参考 • 【〇】 （ REC ) や 【因】 （ PLAY ) を押しても電源び入らな 
いようにしたり、 【〇】 旧 EC ) や 【因】 （ PLAY ) を押し 
て電源を切ることびでさるよラに設定することびでをま 
す。詳しくは r 【〇】 旧 EC ) / 【因】 ( PLAY ) の動作を設 
定する」(101ページ)をご覧ください。 
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[準備ず5 


メニュー画面の操作について 


本機ではメニュー画面を使用してさまざまな操作を行います。こ 
の操作をまず覚えてください。 【 MENU 】 を押すと、メニュー画 
面び表示されます。メニューの内容は REC 頒獻モードと PLAY 
(再生)モードでは異なります。ここでは例として REC モードでの 
操作を説明します。 

1 . 【電源ボタン】または【〇】 （REC) を押します。 

. PLAY モードにして操作を行うときは 【因】 （ PLAY ) を 
押します。 


2 . 【MENU】 を押します。 




淀項目 


/ r ^; 们 J •メニュー画面で使ラキーについて 



[電源ボタン】 


[◄][►] 

タブを選びます。【►】は項目のミ夫定にち使い 
ます。 

【▲】【▼】 

設定項目を選びます。 

に ET 】 

選択した項目にミ夫定します。 

【 MENU 】 

メニュー画面の操作を中断します。 
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準備ずる I 


3. 【◄】【►】で設定したい項目のあるタブを選びます。 


表示言語/日時を設定ずる 


4 . 【▲】【▼に設定したい項目 


例)設定項目"撮影モード- 
を選んだ場合 

5 . 【▲】【▼】で設定内容を選びます。 

6 . 選択した内容を巧定します。 

•【 SET 】 を押すと内容び決定され、メニュー画面か日出ま 
す。 

• 【◄】を押すと内容び決定され、メニュー画面に戻ります。 

続けて他の項目を設定することびでさます。 

• 他のタブに移りたいときは、【◄】を押して、【▲】でタブに 
戻り、【◄】【►】で他のタフに移ってください。 


を選び、【►】を押します。 

• 【►】を押す代わりに 
【 SET 】 を押しても、次の 
画面に移ります。 



お買し化け後初めて撮影をする前に、下記の設定を行ってください。 
. 画面のメッセージの言語設定 
. 自宅の都市の設定 
• 表示スタイルの設定 

. 日時設定にの日時は、印刷情報などに利用されます） 



重要！.電池や AC アダプターで電源び供給されないと、曰時び 
U セットされてしまいます。その場合は、曰時設定画面 
び表示されますので、再度日時を設定してください。 

• 電池び消耗した状態で放置すると、約2曰で日時び U 
セットされます。 

. 日時び U セットされているときに電源を入れると、毎 
回、日時設定画面び表示されます。 

• 日時を設定しないと、間違った時間データによって記録 
されてしまいますので、必ず設定してください。 


メニューの内容については r メニューー覧表」 （134 ページ)を参 
照してください。 
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7. 曰付と時刻を合わせます。 

【▲】【▼】を押す： 

力ーソル懼択枠）の部分 
の数字などを変えます。 

【◄】【►】を押す： 

カーソル（選択枠）を移動 
します。 

【 DISP 】 ： 

12時間表示と24時間表 
示の切り替えびできます。 

8 . に ET 】 を押して、設定を終了します。 
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1 . 【電源ボタン】または 【 OKREC )、 【因】 （ PLAY ) を巧し 
て、電源を入れます。 


2 . 【▲】【▼】【◄】【►】で言語を 
選び、 【 SET 】 を押します。 

曰本語：日本語 
English :英語 
Frangais :ゾフソ乂言吾 
Deutsch :ドイツ語 
Espanol :スペイン語 
Italiano :イタ U ア語 
Portugues :ポルトガル語 
中國語 ：中国語(繁体） 

中国语 ：中国語 (簡 体） 

岂:韓国語 



3 . 【▲】【▼】【◄】【►】で自分の 
住んでいる地域を選び、 
に ET 】 を押します。 



4 . 【▲】【▼】で自分の住んでい 
る都市を選び、に ET 】 を押 
します。 

. 日本で使う場合は" Tokyo " 
を選んでください。 



5. 【▲】【▼】でヴマータイムの設定を選び、 【 SET 】 を巧しま 
す。 

入：サ7—タイムになります。 

切：通常の時刻になります。 

. 日本で使ラ場合は"切"を選 
んで < ださい。 


6 . 【▲】【▼】で画面に表示され 
る日付のスタイルを選び、 

に ET 】 对甲しまず。 

例）2003年] 2月24曰 
年/月/曰： 03/12/24 
日/月/年； 24/12/03 
月/日/年；12/24/03 
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撮影する(基本編) 


ここでは最ち基本的な撮影ち法について説明します。 


基本的な撮影のしかた 


カメラの正しい構えかた 

カメラは両手でしっかりと持って、撮影してください。片手で持 
つと、手ぶれを起こす恐れびあります。 


参横に持つ場合 



両手でカメラをしっかり持 
ち、協をしっかり締めてく 
ださい。 


参縦に持つ場合 



縦に持つ場合は、【レンズ】 
より【フラッシュ】び上にく 
るよラにして、カメラを 
しっかり持ってください。 


重要！.指やストラップび、 
ち記の部分にかか日 
ないよラにを意して 
<ださい。 


参考 . 【シャッター】を押し切った瞬間にカメラびぶれると、 
をれいな画像び撮れませんので、正しく構えて、 
【シャッター】を静かに押し、【シャッター】を押し切った 
瞬間にカメラび動かないよラにしてください。特に暗 
い場所で撮影するとさは、シャッター速度び遅くなる 
ので、を意してください。 
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撮影ずる(基本編）] 


撮影ずる 

本機では被写体の明るさに応じてカメラびシャツター速度を自動 
的に調整します。撮影された画像は、順次内蔵メモ U —に巧ちさ 
れます。 

• 市販のメモ U - 力ード ( SD メモ U - 力ードまたは MMC 〈マルチ 
メディアカード〉）に巧をすることもできます （103 ページ)。 

1 . 【電源ボタン】または 【 OKREC ) を押して、電源を入れ 
ます。 




【電源ボタン】 


. 【液晶モニター】に画像び表示されます。 

. REC モードになり、撮影でさる状態になります。 

. すでに電源び入っている状態で下記のよラに PLAY (再生） 
モードになっている場合は、【〇】を押して REC (撮影） 
モードに切り替えてください。 

-「ファイルびありません」と表示されている。 

-"◎"び【液晶モニター】の上部に表示されている。 

2 . 【液晶モニター】に表示され 
ている【フオーカスフレー 
ム】を被写体に合わせま 
ず。 

• 撮影でさる範囲は、オー 
トフオーカスモードでは 
約 60 cm 〜〇〇です （48 
ページ)。 

. 【ファインダー】から被写体を見て撮影することちでさます 
(40 ページ)。 

. 【ファインダー】か日被写体を見るときは、に ISP 】 を押し 
て【液晶モニター】を消すことで、電力の消費を減らすこと 
びでさます （20 ページ)。 



I フォーカスフレーム1 
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1 撮影ずる(基本編） 1 

撮影時のご注意 

オートフ ォー カスのごま意 

• 【動作確認用ランプ】び緑色に点滅している間に【電池カバー】を 

. 次のよラな被写体に対しては、ピントび合わないことびありま 

開けることは、絶対にお止めください。今撮影した内容び記録 

す。 

されないばかりでなく、撮影済みの内容び破壊されたり、カメ 

一階調のない壁などコントラストび少ない被写体 

ラび正苗に動作しなくなるおそれびあります。 

一強い逆光のちとにある被写体 

. メモ U —力ードに記録中は、メモ U —力ードを抜かないでくだ 

一光沢のある金属など明るく反射している被写体 

さい。 

-ブラインドなど、水平方向に繰り返しパターンのある被写体 ■ 

• 堂光灯照明の室内で撮影する場合、本機は堂光灯のフ U ッカー 

一カメラからの距離び異なる被写体びいくつちあると去 ■ 

(人の目では感じ日れない、ごく微歡なち日つさ)を感知してし 

一暗い場所にある被写体 

まい、撮影するタイミングによって、微妙に撮影画像の明るさ 

一手ぶれをしているとさ 

や色合いび変わる場合びあります。 

一動さの速い被写体 

. 旧0感度び"才ード’の場合(己6ぺージ)被写体の明るさに応じて 

• 緑の【動作確認用ランプ】び点灯していたり、【フォーカスフレー 

感度び自動的に変化します。被写体び暗いと画像にノイズびの 

ム】 び緑で表示されていてもピントび正しく合わない場合びあり 

る場合びあります。 

ます。 

. 旧0感度び"才ード’の場合(己己ぺージ)被写体び暗いときは感度 

. ピントび合わない場合は、フォーカス□ック（日]ページ)やマ 

を上げてシャッタースピードを速くなるよラにしていますび、 
フラッシュの発光ち法 (42 ページ)び^ (発光禁止)のとさには 

ニュアルフォーカス（日0ページ）をご利用ください。 

手ぶれにを意してください。 

• 不要な光びレンズに当たる場合は、手で遮光してか日撮影して 

撮影時の画面のごま意 

<ださい。 

•撮影時、【液晶モニター】に表示される被写体の映像は、フレー 


ム確認のための簡易画像です。撮影した内容は、選択した画質 
で記録されており、出力画素数は確保されています。メモリー 
には精細な画像で記録されています。 


• 被写体の明るさにより、撮影時の【液晶モニター】の表示速度び 


遅くなつたり、ノイズび出る場合びあります。 
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[撮影ずる(基本編） 


3 . 【シャッター】を半押しし、ピン 
卜を合わせます。 

. 【シャッター】を半押しすると、 
オートフォーカス機能により自 
動的にピントび合い、シャツ 
ター速度と絞り値び表示されま 
す。 



/■シかツタ ー J 


ピントは【フオーカスフ 
レーム】や緑の【動作確認 
用ランプ】の点打のしかた 
で知ることびでさます。 


緑の【動作確認巧ランプ】 



状況 

動作確認用ランプ 

フォーカスフレーム 

ピント合わせ完了 

緑点な 

緑点な 

ピント合わせ不可 

緑点滅 

ホ点な 


4 . ピントが合っていることを確認 
して、【シャツター】を全押しし 
ます。 

. サイズ、画質によって巧をでさ 
る枚数び異なります (4 已、]4已 
ページ)。 



/■シサツ ター J 
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[撮影ずる(基本編） 


インダーを使って撮影ずる 


電池の消耗をおさえるために【液晶モニター】をオフ （20 ページ） 
にし、【フアインダー】を使つて撮影することびでさます。 


ズームを使って撮影ずる 


本機のズームには、光学ズームとデジタルズームの2種類びあり 
ます。 



重要！.撮影範囲フレームは約1 m じ(上離れた被写体を撮影した 
場合の範囲を表します。被写体の距離び近い場合、視差 
の関係で実際に写る範囲び異なります。 

.マク□モードやマニュアルフォーカスモードでは、【液 
晶モニター】をファインダーとして使用してください。 
【液晶モニター】は視差の問題びないため、記録される画 
像び正しく表示されます。 


光学 ズームを 使ラ 

光学ズーム機能により、レンズの焦点距離を変えて撮該すること 
びでさます。ズームの倍率は次の通りです。 

倍率：1〜3倍 （1 〜1 .2 倍：マク□く接写>時） 


7. REC モードにします。 

2 . 【ズームレバ’一】をスライドさ 
せて、ズームの倍率を変えま 
す。 

匹 3( 広魚：広角になります。 
[り 煙慰：望遠になります。 


I ズームレバー'! 




広角 
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3 . 撮影します。 

参考•光学ズームの倍率により、レンズの絞りの値ち変わりま 
す。 

• 望遠で撮影するときは、手ぶれ防止のため兰脚の使用を 
おすすめします。 


デジタル ズームを 使う 

デジタルズーム機能により、光学ズームび最ち望遠になった (3 
倍)状態から、さ日に画面の中央を拡大して撮影することびでさ 
ます。デジタルズームを使ったとさのズームの倍率は次の通りで 
す。 

倍率： 3〜12倍(光学ズーム併用） 

1 . REC モードにして 【 MENU 】 を巧します。 

2 . 【◄】【►】で"撮影設定"タブを選びます。 

3 . 【▲】【▼】で"デジタルズーム"を選び、【►】を押します。 

4 . 【▲】【▼】でス"を選び、に ET 】 を押します。 

• "切"を選ぶと、デジタルズームは働さません。 


5 . 【ズームレバー】をけ](望 
遠)側にスライドさせて、 

ズームの倍率を変えます。 

. 【ズームレバー】を操作し 
て光学ズームび最ち望遠 
になると、いつたんズー 
ム動作は停止します。そ 
の後、【ズームレバー】を 
け] 遵遠)側にスライドさ 
せ続けると、デジタル 
ズームに切り替わります。 

. 【液晶モニター】にズームバーび表示されます。この表示で 
現在のおおよその倍率び分かります。 


デジタル 



◄ -光学ズーム- ► 

◄ —ズムー ►! 


■♦Ml 


—■ - 

並 


現在のズーム倍率 

6 . 撮影します。 

重要！.【液晶モニター】をオフに設定している場合は、デジタル 
ズームを使って撮影することはでさません （20 ペー 
ジ)。 

. デジタ J レズームを使つて撮影すると、画像び粗くなりま 
す。 


デジタルズーム表示 



ズー厶バー 
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フラッシュのげ態について 


フラッシュ使用時のごま意 


フラッシュの状態については、【シャッター】を半押ししたとさ 
に、【液晶モニター】や赤の【動作確認用ランプ】で確認でさます。 


【液晶モニター 】—— 

. フラッシュ発光時は 
H び表示されます。 

フラッシュの光量を変える 

フラッシュの光量を変えることびできます。 

7. REC モードにして 【 MENU 】 を巧しまず。 

2 . 【◄】【►】で"撮影設定"タブを選びます。 

3 . 【▲】【▼】で"フラッシュ光量"を選び、【►】を押しまず。 

4 . 【▲】【▼】で設定内容を選び、 【 SET 】 を押します。 

強：強く光ります。 

標準：標準です。 

弱：弱く光ります。 

• 被写体び遠かったり、近すざたりする場合は、光量び変わ 
5ない場合びあります。 



点な：フラッシュ充電完了 


【フラッシュ】び指で隠れないよラ 
にしてください。隠れてしまラと 
フラッシュ本来の効果び得日れな 
くなります。 

. フラッシュ撮影時の被写体まで 
の距離び、遠かったり、近かっ 
たりする場合は適切な効果び得 
られません。 

. フラッシュの充電時間は、そのとさの使用条件(電池の状態や温 
度等）により異なります。 

数砂〜10秒程度(フル充電の場合） 

.ムービーモードの場合は、フラッシュは発光しません。このと 
き回(発光禁止)び表示されます。 

• 電池び消耗するとフラッシュの充電びできなくなることびあり 
ます。このとき回焼光禁止)び点灯し、フラッシュび正常に 
発光せずに適正な露出び得日れないことを示します。速やかに 
電池を充電してください。 

•回(赤目軽減)では露出に合わせて自動的に発光するため、明 
るい場所ではフラッシュは発光しません。 

.フラッシュを使用した場合は、が光や堂光灯など他の光源びあ 
ると色味び変わることびあります。 

•広角やマク □ (接写)でフラッシュ撮霞すると、フラッシュの光 
びレンズ部にさえぎられて、画像に影び映し込まれることびあ 
ります(40、49ページ)。特にマク□(接写)でフラッシュ撮霞 
した場合は目立ちやくなりますので、ごを意ください。 


I フラッシュ'! 
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を使って撮影ずる 


撮影条件に合わせてフラッシュの発光ち法を切り替えることびで 
をます。 


1 . REC モードにします。 


2 . 【▼】巧 tf ) を押して、フラッ 
シュの発光方法を選びます。 

• 【▼】を押すたびに【液晶モニ 
夕一】に次の順でフラッシュ 
の発光ち法び表示され、切 
り替わります。 


表示なし（自動発光）： 

露出(光の量や明るさ）に合 
わせて自動的に発光します。 
回(発光禁止）： 

露出に関係なく発光しません。 
H 備制発光）： 

露出に関係なく強制的に発光 
します。 

ホ目軽減）： 

フラッシュ撮影時に人の目び 
ホく写ることを軽減します。 
露出に合わせて自動的に発光 
します。 



け](いな) 


フラッシュモード表示 



3 . 撮彰します。 

重要！.フラッシュ撮影時、フラッシュは数回発光します。最初 
にプ U 発光歷出情報を得るための予備発光）し、最後に 
メイン発光(フラッシュ撮影するための発光)することに 
より、最適な発光量でフラッシュ撮影び行われます。メ 
イン発光び終わるまで、カメラは動かさないでくださ 
い。 

• 赤の閣作確認用ランスび点滅中に【シャッター】を押し 
てち、撮影でさない場合びあります。 

■赤目軽減機能について 

夜や暗い室内などで人物をフラッシュ撮影したとを、目びホく写 
ることびあります。こ机ホ、フラッシュ光び目の網膜に反射する 
ために起こる現象です。赤目軽減機能を使ラと、フラッシュ撮影 
する前にホ目用プ U 発光(写す人の瞳孔をルさくするためにフ 
ラッシュび発光)することにより、人の目びホく写ることを軽減 
します。 


重要！.赤目軽減機能により撮影する場合は、下記の点にを意し 
て < ださい。 

一写される人びフラッシュをを視していないと効果び 
ありません。撮影する前にフラッシュを見るように 
声をかけておいてください。 

一被写体までの距離び遠いと、効果び現れにくい場合 
びあ0ます。 


[撮影ずる(基本編） 


セルフタイマーを使って撮影ずる 


【シャッター】を押してか b 約10砂または約2秒後に撮影するこ 
とびでをます。また、3枚連続でセルフタイマー撮影する（卜 U プ 
ルセルフタイマー）ことちでさます。 

1 . REC モードにして 【 MENU 】 を押します。 

2 . 【◄】【►に"撮影設定"タブを選びます。 

3 . 【▲】【▼】で"セルフタイマー"を選び、【►】を押します。 

4 . 【▲】【▼】でセルフタイマーの時間を選び、 【 SET 】 を押し 
ます。 

] 0秒：] 0秒後に撮影されます。 

2砂： 2砂後に撮影されます。 

X 3 : ]0秒後に]枚、その後撮影準備完了の]砂後に] 
枚、さらに撮影準備完了の1砂後に1枚と、合計3枚 
撮影されます（卜 U プルセルフタイマー)。 

切：セルフタイマーは使用でをません。 


&撮影します。 

• 【セルフタイマーランプ】 

び点滅し、約] 0秒、また 
は2秒後に撮影されます。 

• カウントダウン中に 
【シャッター】を押すと、 

セルフタイマーを解除す 
ることびでさます。 

参考 . シャッター速度び遅いとさにセルフタイマーの2砂の設 
定を使用すると手ぶれ防止になります。 

. 卜 U プルセルフタイマーでは、次の撮影準備び終わると 
"1 sec " と表示され、約1砂後に撮影されます。撮影準 
倫完了までの時間は、画像の"サイズ"や"画質"と使用す 
るメモ U -、 またフラッシュの充電の有無によって異な 
ります。 
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